
５.空間図形の複合問題 （長さ・面積・体積・角度ほか）【2013年度出題】 

 

【問 1】 

下の図１は，1辺の長さが 8 cmの正四面体 ABCDで，辺 AB，ADの中点をそれぞれ点 E，F とします。この正

四面体の E から辺 AC を通って F まで，長さが最も短くなるように糸をかけ，糸が AC と交わる点を G とします。ま

た，図２は，図１の正四面体の展開図に，E，Fをかき入れたものです。 

このとき，次の問１～問３に答えなさい。 

（岩手県 2013年度） 

 

 

問１ 糸のようすを，図２の展開図に実線でかき入れなさい。 

問２ 図１の正四面体 ABCDにおいて，△EGFの面積を求めなさい。 

問３ 図１において，四面体 AEGFの体積を求めなさい。 

解答欄 

 

問１ 

 

問２ cm2 

問３ cm3 

 

 

 



解答 

問１ 

 

問２ 24 cm2 

問３ 
3

28
cm3 

解説 

問１ 

長さが最も短くなるのは EFが直線になるとき。 

辺 AC と交わる線分 EFをかき入れる。 

問２ 

△ABDにおいて 

中点連結定理より EF＝
2

1
BD＝

2

1
×8＝4 cm 

また展開図において BD と ADの交点を H とすると 

△ABCは正三角形だから BH＝8×
2

3
＝ 34 cm 

△ABDで 

中点連結定理より EF // BD 

よって EG＝
2

1
BH＝

2

1
× 34 ＝ 32  

△EGFは GE＝GFの二等辺三角形だから 

Gから EFに垂線をひき交点をM とすると EM＝4÷2＝2 cm 

三平方の定理より GM＝ ( ) 22
232 － ＝ 22 cm 

よって△EGF＝
2

1
×4× 22 ＝ 24 cm2 

問３ 

四面体 AEGFにおいて 

∠AGE＝∠AGF＝∠AHB＝90°だから 

△EGFを底面とすると高さは AG＝4÷2＝2 cm となる。 

よって求める体積は
3

1
× 24 ×2＝

3

28
cm3 

 



【問 2】 

健司さんと美咲さんは，持ち寄った広告に載
の

っている品物の大きさと値段について考えています。次の問１，問２

に答えなさい。 

（秋田県 2013年度） 

問１ ピザの広告では，M サイズの値段が見えなくなっていました。健司さんは「ピザの値段は面積に比例する」と

した場合の M サイズの値段を求め，説明しました。［健司さんの説明］が正しくなるように，○a～○eにあては

まる数や文字を書きなさい。ただし，SサイズとMサイズのピザの形は円であり，ピザの厚さや具材は考えな

いものとします。 

 

 

［健司さんの説明］ 

SサイズとMサイズのピザの相似比は，18：24＝3：4であるから， 

面積比は  ○a   ： ○b   となる。 

Mサイズの値段を x円とし，面積と値段について比例式をつくると， 

 ○a   ：  ○b   ＝  ○c   ：  ○d   となる。 

これを方程式にして解くと， 

x＝   ○e    となる。 

だから，ピザの値段が面積に比例するとした場合は， 

Mサイズの値段は   ○e    円 になる。 

 

 

 



 

問２ ［健司さんの説明］を聞いた美咲さんは，次の広告を見て「チーズケーキの値段は体積に比例しているのだ

ろうか」という疑問をもちました。美咲さんは，このことを調べるために，「値段は体積に比例する」とした場合

の，S サイズをもとにした M サイズの値段を求め，わかったことを説明しました。［美咲さんの説明］が正しく

なるように，○f には続きを書き，○gにはあてはまるものを下のア～ウから 1 つ選んで記号を書きなさい。ただ

し，SサイズとMサイズのチーズケーキの形は相似な円柱であるものとします。 

 

 

［美咲さんの説明］ 

「値段は体積に比例する」とした場合の，S サイズをもとにした M サイズの値段を求めるために，

Mサイズの値段がわからないものとして，それを x円とする。 

○f  

広告のMサイズのチーズケーキの値段は 1200円であるから， 

○g  

 

 

 

ア 広告に載っている値段は体積に比例している。 

イ 広告に載っている値段は体積に比例していない。 

また，これらのことから SサイズがMサイズより得だといえる。 

ウ 広告に載っている値段は体積に比例していない。 

また，これらのことからMサイズが Sサイズより得だといえる。 

 

 

 



解答欄 

 

問１ 

○a   

○b   

○c   

○d   

○e   

問２ 

○f  

 

○g   

 

 

解答 

問１ 

○a  9   ○b  16   ○c  720   ○d  x   ○e  1280 

問２ 

○f  

SサイズとMサイズのチーズケーキの相似比は 10：15＝2：3であるから体積比は 23：33＝8：27 となる。 

xを用いて体積と値段の比例式をつくると 8：27＝400：x となる。 

これを方程式にして解くと x＝1350 となる。 

○g  ウ 

解説 

問１ 

S とMの相似比が 3：4のとき面積比は 32：42＝9：16 

Mサイズの値段が x円のとき 

9：16＝720：x 

9x＝16×720 

x＝1280 

よってMサイズの値段は 1280円 

問２ 

Mサイズの値段を x円とする。 

S とMの相似比は 10：15＝2：3 より体積比は 23：33＝8：27 

値段が体積に比例しているとすると 8：27＝400：x 8x＝27×400  x＝1350円 

よってMサイズは Sサイズより得だといえる。○gはウ 

 



【問 3】 

図１は，1 辺の長さが 4 cm の正八面体 ABCDEF である。あとの問

いに答えなさい。 

（山形県 2013年度） 

問１ 図１において，辺 BC とねじれの位置にある辺をすべて書きな

さい。 

問２ 図１の正八面体の表面に，図２のように点 Aから点Dまで，辺 BC，辺 BF，辺 EFに交わるようにして，糸を

かける。点 A から点 D までの糸の長さが最も短くなるとき，かけた糸のようすを正八面体の展開図にかき入

れたところ，図３のようになった。この糸が辺 BF と交わる点を G とするとき，あとの問いに答えなさい。なお，

図３において，点 A，B，E と，点 C，F，Dは，それぞれ一直線上に並ぶことがわかっている。 

 

 

(1) この糸の長さを求めなさい。 

(2) BG＝FGであることを証明しなさい。 

 

 

 



解答欄 

 

問１  

問２ 

(1) cm 

(2) 

〔証明〕 

 

 

 



解答 

問１ 辺 AD，辺 AE，辺 DF，辺 EF 

問２ 

(1) 74 cm 

(2) 

〔証明〕 

△ABG と△DFGにおいて 

正八面体のすべての面は正三角形だから 

AB＝DF…① 

∠ABG＝60°＋60°＝120°…② 

∠DFG＝60°＋60°＝120°…③ 

②，③より，∠ABG＝∠DFG…④ 

よって錯角が等しいので 

AE // CD 

AE // CDで錯角は等しいから 

∠BAG＝∠FDG…⑤ 

①，④，⑤より 

1辺とその両端の角がそれぞれ等しいので 

△ABG≡△DFG 

よって BG＝FG 

解説 

問１ 

ねじれの位置にある辺は交わらず平行でない辺なので辺 AD，辺 AE，辺 DF，辺 EF。 

問２ 

(1) 

展開図において Dから辺 ABの延長線上に垂線をひき交点を H とする。 

正八面体の面はすべて正三角形なので 

△DEHにおいて 

EH：DE：DH＝1：2： 3  DE＝4 cm より 

EH＝2 cm，DH＝ 32 cm AH＝4＋4＋2＝10 cm 

△DAHにおいて 

三平方の定理より AD＝ 22 )32(10 ＋ ＝4 7 cm 

(2) 

△ABG と△DFGが合同であることを証明し BG＝FGを示す。 

 



【問 4】 

下の図のような，底面が 1辺 6 cmの正方形で，他の辺が 53 cmの正四角錐
すい

がある。 

辺 ADの中点をM とし，線分 OMの中点を N とする。 

 

このとき，次の問１～問３に答えなさい。 

（福島県 2013年度） 

問１ 線分 BMの長さを求めなさい。 

問２ 3点 N，B，Cを通る平面と点 O との距離を求めなさい。 

問３ この正四角錐を 3点 O，M，Bを通る平面で切り，2つに分ける。 

点 C を含む立体において，辺 BC 上に BP：PC＝2：1 となる点 P をとり，辺 OB 上に線分 MQ と線分 QP

の長さの和が最も小さくなるように点 Qをとる。 

このとき，4点 Q，N，B，Pを結んでできる立体の体積を求めなさい。 

 



解答欄 

 

問１ cm 

問２ cm 

問３ cm3 

 

 

解答 

問１ 53 cm 

問２ 3cm 

問３ 
5

312
m3 

解説 

問１ 

△ABMにおいて 

∠MAB＝90°より 

三平方の定理を利用して BM＝ 22 63 ＋ ＝ 53 cm 

問２ 

△BMOにおいて 

BM＝BO＝ 53 cm 

Nは OMの中点より ON⊥BN 

同様に ON⊥CNだから ON⊥(平面 NBC)より求める距離は ONの長さとなる。 

OM＝ 22 3)53( － ＝6cm 

よって ON＝3 cm 

問３ 

△OMB，△OBCを OBがつながった状態で展開し四角形MBCOをつくる。 

BM＝BO＝OC より 

2つの三角形は合同な二等辺三角形である。 

よって∠MOB＝∠CBOだからMO // BCMO＝BC＝6 cm より四角形MBCOは平行四辺形である。 

MQ＋QPが最短になるように点 Qをとると 

点 QはMP と OBの交点となるので OQ：QB＝OM：BP＝3：2 

Qから BNに垂線をひき，交点を H とすると QH // ONだから 

QH＝
5

2
ON＝

5

2
×3＝

5

6
cm 

△NBCの辺の長さを三平方の定理を利用して求めると NB＝NC＝BC＝6 cm 

△NBP＝
3

2
△NBC＝

3

2
×
2

1
×6× 33 ＝ 36 cm2 

したがって求める体積は
3

1
× 36 ×

5

6
＝

5

312
cm3 

 



【問 5】 

図のように，1 辺の長さが 4 cm である正方形を底面と

し，OA＝OB＝OC＝OD＝7 cm とする正四角すい

OABCDがある。 

辺 OA 上に OE：EA＝1：2 となる点 E，辺 OB 上に

OF：FB＝1：2 となる点 F，辺 OC 上に 

OG：GC＝1：2 となる点 G，辺 OD 上に OH：HD＝1：2

となる点 H をとる。線分 AF と線分 BE の交点を I，線分

CH と線分 DGの交点を J とする。 

このとき，次の問１，問２に答えなさい。 

（茨城県 2013年度） 

問１ △OABの面積を求めなさい。 

問２ △OIJの面積を求めなさい。 

 

 

解答欄 

 

問１ cm2 

問２ cm2 

 

 

 



解答 

問１ 56 cm2 

問２ 
2

41
cm2 

解説 

問１ 

△OABにおいて 

Oから ABに垂線をひき交点を K とする。 

OA＝OB＝7 cm，AB＝4 cm より AK＝2 cm 

OK＝ 22 27 － ＝ 53 cm 

よって△OAB＝
2

1
×4× 53 ＝ 56 cm2 

問２ 

E と Fを結ぶ。 

△OABにおいて 

OE：EA＝OF：FB＝1：2 より EF // AB 

よって EF：AB＝1：3 

OK と EFの交点をM とすると OM：MK＝1：2，MI：IK＝1：3 

よって OM：MI：IK＝2：1：3 

OI：IK＝3：3＝1：1 

同様に△ODCにおいて 

Oから CDに垂線 ONをひくと，OJ：JN＝1：1 

よって中点連結定理より△OKNにおいて IJ // KN，IJ：KN＝1：2 

ここで Oから KNに垂線をひき交点を P とすると 

KP＝4÷2＝2 cm 

OP＝ ( ) 22
253 － ＝ 41 cm 

△OKN＝
2

1
×4× 41 ＝ 412 cm2 

△OIJ：△OKN＝12：22＝1：4 より 

△OIJ＝
4

1
△OKN＝

4

1
× 412  

＝
2

41
cm2 

 



【問 6】 

図１のような，円柱の形をした 4 種類の積
つみ

木
き

A，B，C，D がそれぞれたくさん

ある。積木 A，B，C，D の底面の半径は，順に 2 cm，3 cm，4 cm，5 cm であ

り，高さはいずれも 1 cmである。この積木を水平な台の上で何枚か重ねて立体

をつくり，その体積や表面積を考える。ただし，すべての積木の底面の中心は一

直線上にあり，その直線が台に垂直になるように積木を重ねるものとする。また，

立体の表面積とは，つくった立体の表面全体の面積のことであり，台と接してい

る面の面積もふくめる。 

このとき，次の問１，問２，問３，問４に答えなさい。ただし，円周率はπとする。 

（栃木県 2013年度） 

問１ 積木 Bを 2枚重ねてつくった立体の体積を求めなさい。 

問２ 積木 A，B，C を 1 枚ずつ重ねて，投影図が図２となるように立体をつく

った。この立体の表面積を求めなさい。 

問３ 図３のように積木 C を 14 枚重ねて立体をつくった。この立体の上の方

から積木 Cを x枚取り除き，そのかわりに積木 Aを y枚重ねて，図４の

ような立体につくりかえた。図４の立体は，表面積が 200πcm2 であり，

体積は図３の立体の体積と等しかった。 

このとき，x，y の連立方程式をつくり，x，y の値を求めなさい。ただし，

途中の計算も書くこと。 

問４ 積木 A を a 枚，B を b 枚，C を c 枚，D を d 枚重ねて立体をつくったところ，その体積が 67πcm3となっ

た。積木 A，B，C，Dをそれぞれ何枚使ったか。考えられる枚数の組のうち，使った枚数の合計が少ない方

から 3 つ答えなさい。ただし，答えは［a，b，c，d］のように書き，使わない積木がある場合はその枚数を 0 と

書くこと。 

 

 

 

 

 



解答欄 

 

問１ cm3 

問２ cm2 

問３ 

答え x＝       ，y＝ 

問４ ［    ，   ，   ，   ］，［    ，   ，   ，   ］，［    ，   ，   ，   ］ 

 

 

 



解答 

問１ 18π cm3 

問２ 50π cm2 

問３ 

図４の立体の表面積は 200πcm2であり 2つの立体の体積は等しいから 





 
8π(14－x)＋4πy＋32π＝200π…① 

4πy＝16πx…② 

①より 

－2x＋y＝14…③ 

②より 

y＝4x…④ 

④を③に代入 

－2x＋4x＝14 

x＝7 

④に代入 

y＝28 

これらは，問題の答えに適している。 

答え x＝7，y＝28 

問４ ［2，1，0，2］，［2，2，1，1］，［2，3，2，0］ 

解説 

問１ 

B1枚の体積はπ×32×1＝9π cm3より 

B2枚の体積は 9π×2＝18π cm3 

問２ 

表面積はπ×42×2＋1×2π×4＋1×2π×3＋1×2π×2＝32π＋8π＋6π＋4π＝50π cm2 

問３ 

問題の図４において表面積が 200π cm2より 

π×42×2＋(14－x)×2π×4＋y×2π×2＝200π32π＋112π－8πx＋4πy＝200π 

2x－y＝－14…① 

図３と図４の体積が等しいことより 

積み木 Cx枚分と積み木 Ay枚分の体積が等しいので 

π×42×x＝π×22×y 16πx＝4πy 

y＝4x…② 

①，②を連立方程式として解く。 

問４ 

1枚の体積はそれぞれ，Aが 4πcm3，Bが 9πcm3，Cが 16πcm3，Dが 25πcm3だから 

4πa＋9πb＋16πc＋25πd＝67π 

4a＋9b＋16c＋25d＝67 

d＝2のとき 4a＋9b＋16c＝17だから[2，1，0，2] 

d＝1のとき 4a＋9b＋16c＝42だから[2，2，1，1]，[6，2，0，1] 

d＝0のとき 4a＋9b＋16c＝67だから[2，3，2，0]，[6，3，1，0]，[1，7，0，0]，[10，3，0，0] 

よって合計枚数の小さい方から 3つは[2，1，0，2]，[2，2，1，1]，[2，3，2，0] 

 



【問 7】 

右の図１に示した立体 A－BCD は，AB＝AC＝12 cm，BC＝BD

＝CD＝6 cm，∠ADB＝∠ADC＝90°の三角すいである。 

辺 AB 上にあり，頂点 A，頂点 B のいずれにも一致しない点を P と

する。 

点 P を通り辺 AC に平行な直線を引き，辺 BC との交点を Q，点 P

を通り辺 ADに平行な直線を引き，辺 BD との交点を R とする。 

点 Q と点 Rを結ぶ。 

次の各問に答えよ。 

（東京都 2013年度） 

問１ 図１において，AP＝6 cm のとき，△PRQ の面積と△ADC の

面積の比を最も簡単な整数の比で表せ。 

問２ 右の図２は，図１において，点 R を通り辺 BC に平行な直線を

引き，辺 CD との交点を S とし，点 P と点 S，点 Q と点 S を

それぞれ結んだ場合を表している。 

AP：PB＝1：2のとき，立体 P－RQSの体積は何 cm3か。 

 

 

 

解答欄 

 

問１ △PRQ：△ADC＝     ： 

問２ cm3 

 

 

 



解答 

問１ △PRQ：△ADC＝1：4 

問２ 8cm3 

解説 

問１ 

AP：PB＝6：(12－6)＝6：6＝1：1 

AD // PR より DR：RB＝AP：PB＝1：1 

よって PR：AD＝1：2 

△PRQ∽△ADCだから 

面積比は 12：22＝1：4 

問２ 

△ADCにおいて 

三平方の定理より AD＝ 22 612 － ＝ 36 cm 

△ABDにおいて 

PR // AD より PR：AD＝BP：BA 

PR： 36 ＝2：3 

3PR＝ 312  

PR＝ 34 cm 

△DBCは正三角形で 

DR：RB＝DS：SC＝CQ：QB＝1：2 

△DRS と△RBQ と△DBCは相似で 

相似比は 1：2：3だから 

面積比は 12：22：32＝1：4：9 

よって△DRS＝
9

1
△DBC，△RBQ＝

9

4
△DBC 

また△CQS＝
3

2
△DQC＝

3

2
×
3

1
△DBC＝

9

2
△DBC 

△DBCにおいて Dから BCに垂線をひき交点をM とすると 

BM＝3 cm，DM＝ 33 cm 

よって△DBC＝
2

1
×6× 33 ＝ 39 cm2 

△RQS＝ 








9

2

9

4

9

1
1 －－－ △DBC＝

9

2
△DBC＝

9

2
× 39 ＝ 32 cm2 

したがって P－RQSの体積は
3

1
×△RQS×PR＝

3

1
× 32 × 34 ＝8cm3 

 



【問 8】 

右の図１は，1 辺の長さが 6 cm である正方形 ABCD を底面とし，点 E

を頂点とする正四角すいであり，高さは 6 cmである。 

また，点 Fは辺 AE上の点で，AF：FE＝1：2である。 

このとき．次の問いに答えなさい。 

（神奈川県 2013年度） 

問１ この正四角すいの体積を求めなさい。 

問２ この正四角すいにおいて，2点 C，F間の距離を求めなさい。 

問３ この正四角すいの表面上に，図２のように点 A から辺 BE と辺 CE にこの順で交わるように，点 D まで線を

引く。このような線のうち，長さが最も短くなるように引いた線と辺 BE との交点を G とするとき，線分 BG の

長さを求めなさい。 

 

 

 

解答欄 

 

問１ cm3 

問２ cm 

問３ cm 

 

 

 



解答 

問１ 72cm3 

問２ 63 cm 

問３ 62 cm 

解説 

問１ 

正四角すいの体積は
3

1
×底面積×高さ＝

3

1
×(6×6)×6＝72cm3 

問２ 

ACに点 E，点 Fからそれぞれ垂線をひき交点を順に H，K とする。 

△AEHにおいて 

FK // EH より FK：EH＝AF：AE 

よって FK：6＝1：3 3FK＝6 FK＝2cm 

△ABCにおいて 

三平方の定理より AC＝ 26 cm AH＝
2

26
＝ 23 cm 

また AK：KH＝AF：FE＝1：2だから 

AK＝
3

1
AH＝

3

1
× 23 ＝ 2 cm 

CK＝ 26 － 2 ＝ 25 cm 

△FKCにおいて 

三平方の定理より CF＝ 22 )25(2 ＋ ＝ 63 cm 

問３ 

正四角すいを△EAB，△EBC，△ECDが辺 EB，辺 ECでつながった状態で展開したとき 

長さが最も短くなるように引いた線は線分 AD となり 

AD と辺 EBの交点が Gである。 

AD と ECの交点を I とする。 

△ABG∽△EBCだから 

BG：BC＝AB：EB 

ここで立体の正四角すいの△EAHにおいて 

三平方の定理より EA＝ 22 )23(6 ＋ ＝ 63 cm 

よって BG：6＝6： 63  BG＝ 62 cm 

 



【問 9】 

図のように，半径 r cmの円 Oを底面とする半球があり，円

の中心 O を通り底面に垂直な直線と半球の表面の交点のう

ち，O と異なる点を A とする。また，円 O の周上に，異なる 3

点 B，C，D を，BC＝CD＝DB となるようにとり，線分 BC の

中点を M，点 D から線分 AM に引いた垂線と線分 AM との

交点を H とする。AB＝a cm，BC＝2 cmであるとき，次の問

１～問４に答えなさい。 

（新潟県 2013年度） 

問１ 線分 DMの長さを答えなさい。 

問２ rの値と aの値を，それぞれ求めなさい。 

問３ 円 Oを底面とする半球の体積を求めなさい。 

問４ 線分 DHの長さを求めなさい。 

 

 

解答欄 

 

問１ cm 

問２ r＝        ，a＝ 

問３ cm3
 

問４ cm 

 

 

 



解答 

問１ 3 cm 

問２ r＝
3

32
 a＝

3

62
 

問３ 
27

316
π cm3 

問４ 
5

152
cm 

解説 

問１ 

△BCDは 1辺が 2 cmの正三角形で BM＝CM より∠DMC＝90° 

よって△DCMは 60°の角をもつ直角三角形だから 

DM＝ 3 CM＝ 3 ×1＝ 3 cm 

問２ 

△OBCは OB＝OC＝r cm ∠BOC＝2∠BDC＝120°より∠COM＝60° 

△OCMにおいて 

∠CMO＝90°，∠COM＝60°だから 

CM：OC＝ 3 ：2 

1：r＝ 3 ：2 

r＝
3

32
 

△OABは OA＝OB＝r＝
3

32
cm，∠AOB＝90°の直角二等辺三角形だから 

a＝AB＝ 2 r＝ 2 ×
3

32
＝

3

62
 

問３ 

求める体積は
3

4
×π×r3×

2

1
＝
3

4
×π×

3

3

32








×
2

1
＝

27

316
π cm3 

問４ 

△ABMで 

三平方の定理より AM＝ 2

2

1
3

62
－








＝

3

15
cm 

△ABC＝
2

1
×2×

3

15
＝

3

15
cm2 

△DBC＝
2

1
×2× 3 ＝ 3 cm2 

三角すい ABCDの体積の関係より 

3

1
×△ABC×DH＝

3

1
×△DBC×AO 

よって△ABC×DH＝△DBC×AO 
3

15
×DH＝ 3 ×

3

32
 DH＝

5

152
cm 

 



【問 10】 

右の図のように，三角すい ABCD があり，AB⊥BC，AB⊥

BD，BC⊥BD である。BC＝3 cm，BD＝4 cm，三角すい

ABCD の体積が 8 cm3であるとき，次の問いに答えなさい。 

（富山県 2013年度） 

問１ 点 Pが辺 CD上を点 CからDまで動くとき，次の問いに

答えなさい。 

(1) △ABP の面積が最も大きくなるとき，その面積を求めな

さい。 

(2) 点 Pが辺 CDの中点であるとき，△ABPの面積を求めなさい。 

(3) △ABPの面積が最も小さくなるとき，線分 CPの長さを求めなさい。 

問２ 点 Bから面 ACDにひいた垂線と面 ACD との交点を H とする。このとき，線分 BHの長さを求めなさい。 

 

 

解答欄 

 

問１ 

(1) cm2 

(2) cm2 

(3) cm 

問２ cm 

 

 

 



解答 

問１ 

(1) 8cm2 

(2) 5cm2 

(3) 
5

9
cm 

問２ 
17

346
cm 

解説 

問１ 

(1) 

三角すい ABCDの体積は 8 cm3より 

3

1
×△BCD×AB＝8 

3

1
×
2

1
×3×4×AB＝8 

AB＝4cm 

△ABPの面積が最も大きくなるのは 

底辺を AB とすると ABは一定だから高さにあたる BPが最も長くなるとき。 

よって Pが D と一致するときなので△ABP＝△ABD＝
2

1
×4×4＝8cm2 

(2) 

△BCDにおいて 

∠DBC＝90°より CD＝ 22 43 ＋ ＝5cm 

BCの中点をM とし PMをひくと 

中点連結定理より PM//DB 

PM＝
2

1
DB＝

2

1
×4＝2cm 

BM＝
2

3
cm 

∠PMB＝90°より PB＝
2

2

2

3
2 







＋ ＝
2

5
cm 

よって△ABP＝
2

1
×4×

2

5
＝5cm2 

(3) 

△ABPの面積が最も小さくなるのは BP⊥CDのとき。 

このとき△DBC∽△BPCだから 

DC：BC＝CB：CP 

5：3＝3：CP 

5CP＝9 

CP＝
5

9
cm 

問２ 

三平方の定理より AC＝CD＝5 cm，AD＝ 24 cmだから 

△ACDは AC＝CDの二等辺三角形である。 

Cから ADに垂線をひき交点を K とすると 

AK＝DK＝ 22 cm CK＝ 22 )22(5 － ＝ 17 cm 

△ACD＝
2

1
× 24 × 17 ＝ 342 cm2 

三角すい ABCDの体積は 8 cm3より
3

1
× 342 ×BH＝8 

BH＝
17

346
cm 

 



【問 11】 

図１～図３の立体 ABCD－EFGH はいずれも，底面 EFGH が 1 辺 8 cm

の正方形で，AE＝12 cm の正四角柱である。辺 AE，DH の中点を M，N と

し，辺 BF，CG上に QF＝RG＝4 cm となる点 Q，Rをとる。 

このとき，次の問１～問３に答えなさい。ただし，円周率はπとする。 

（石川県 2013年度） 

問１ 図１において，面 BFGC と垂直な辺をすべて答えなさい。 

問２ 図２のように，点 Pは辺 AE上を点 AからMまで動き，点 Sは，PS // 

EH を満たしながら，辺 DH 上を点 D から N まで動く。点 P が M に

達したとき，平面 PQRS が動いてできた三角柱の体積を求めなさい。

なお，途中の計算も書くこと。 

問３ 図３のように，半径 4 cm の球を，底面 EFGH とすべての側面に接す

るように正四角柱に入れる。平面 MQRN で球を切ったとき，その切り

口の円の面積を求めなさい。なお，途中の計算も書くこと。 

 

 

 

 

 



解答欄 

 

問１  

問２ 

〔計算〕 

答      cm3 

問３ 

〔計算〕 

答      cm2 

 

 

 



解答 

問１ 辺 AB，辺 DC，辺 EF，辺HG 

問２ 

〔計算〕 

6×8×
2

1
×8＝192 

〔答〕 192cm3 

問３ 

〔計算〕 
22 82 ＋ ＝ 172  

切り口の円の半径を r とすると 

8：r＝ 172 ：4 

r＝
172

48×
＝

17

16
 

よって円の面積は
17

256
π 

〔答〕 
17

256
π cm2 

解説 

問１ 

面 BFGC と垂直な辺は辺 AB，辺 DC，辺 EF，辺HG 

問２ 

平面 PQRSが動いてできる三角柱は立体 AQM－DRNである。 

よって求める体積は△AQM×BC＝
2

1
×6×8×8＝192 cm3 

問３ 

球の中心を O とし点 Q，Rから AE，DHに垂線をひき交点をそれぞれ I，J とする。 

また QRの中点を K，IJの中点を L とする。 

△MIQにおいて 

三平方の定理よりMQ＝ 22 82 ＋ ＝2 17 cm 

球の半径は 4 cm より 

球を面 IJRQを通る平面で切ったときの切り口は半径 4 cmの円になる。 

よって KLは円 Oの直径となる。 

球を平面MQRNで切ったとき 

切り口の円周と KLを通り面 AEFBに平行な面との 2つの交点のうち K以外のもう 1つの点を T とする。 

円周角の定理より∠LTK＝90° 

TKは切り口の直径になるのでこの切り口の円の中心を U，半径を r とする。 

△MIQ∽△LTK∽△OUKだから 

8：r＝ 172 ：4 

172 r＝32 

r＝
17

16
 

したがって切り口の円の面積はπ×
2

17

16







 ＝
17

256
π cm2 

 



【問 12】 

すべての辺の長さが 4 cmである正四角錐
すい

OABCDがある。 

このとき，次の問１，問２に答えなさい。 

（山梨県 2013年度） 

問１ 図１のように，正四角錐において，底面の正方形 ABCDの

対角線 AC，BD の交点を H とするとき，線分 OHは底面

の正方形 ABCD と垂直である。 

このとき，線分 OHの長さを求めなさい。 

問２ 図２のように，正四角錐の辺 OA，OB の中点をそれぞれ

L，M とし，4 点 L，M，C，D を通る平面で正四角錐を切

る。 

このときできる立体 LMABCDの体積を求めなさい。 

 

 

 

解答欄 

 

問１ cm 

問２ cm3 

 

 

 



解答 

問１ 22 cm 

問２ 
3

220
cm3 

解説 

問１ 

四角形 ABCDは 1辺が 4 cmの正方形だから 

三平方の定理より AC＝ 24 cm 

△OACにおいて OA＝OC，OH⊥ACだから 

AH＝CH＝ 24 ÷2＝ 22 cm 

△OAHにおいて 

三平方の定理より OH＝ ( )22 224 － ＝ 22 cm 

問２ 

辺 ABの中点を N とする。 

△OAB上でMを通り ONに平行な直線と AB との交点を P 

Lを通り ONに平行な直線と AB との交点を Q とする。 

また Pを通り BCに平行な直線が CD と交わる点を R 

Qを通り AD と平行な直線が CD と交わる点を S とする。 

Mから面 ABCDに垂線をひき交点を K とすると 

MK // OH，BM＝OM より BK＝KH 

よって中点連結定理からMK＝
2

1
OH＝

2

1
× 22 ＝ 2 cm 

△BONにおいて 

MP // ON，BM＝OM より BP＝PN＝4÷2÷2＝1 cm 

同様に CR＝AQ＝DS＝1 cm 

よって求める立体の体積は合同な四角すい 2つと三角柱の和と考えて 









241

3

1
××× ×2＋

2

1
×4× 2 ×2＝

3

28
＋ 24 ＝

3

220
cm3 

 



【問 13】 

図６の立体は，AB＝8 cm，BO＝5 cm，∠AOB＝90°の直角三角形 ABO

を，辺 AO を軸として一回転させてできた立体であり，BC は底面の円の直径で

ある。また，点 Dは ABの中点である。 

このとき，次の問１，問２に答えなさい。 

（静岡県 2013年度） 

問１ 図６の立体を，点 D を通り底面に平行な平面で 2 つの部分に分け，上

側の立体を㋐，下側の立体を㋑とする。 

このとき，㋑の体積は㋐の体積の何倍であるか，答えなさい。 

問２ 図６の立体において，点 P は，点 B を出発し，∠BOP の大きさが毎秒

15°増加するように，一定の速さで底面の円周上を矢印の方向に移動

する。 

(1) 図７は，図６の立体の平面図に，中心 O と直径 BC をかき入れたもの

である。点 Bを出発してから 3秒後の点 Pを図７に作図しなさい。 

ただし，作図には定規とコンパスを使用し，作図に用いた線は残して

おくこと。 

(2) 点 E は，点 B を出発してから 8 秒後に点 P が到達した点とする。図８の立体は，図６の立体の一部であ

り，おうぎ形 OBE を底面とし，△ABO と△AEO を側面とする立体である。図８の立体を展開したとき，そ

の展開図における，おうぎ形 ABEの，中心角の大きさと面積を求めなさい。ただし，円周率はπとする。 

 

 

 

 

 



解答欄 

 

問１ 倍 

問２ 

(1) 

 

(2) 中心角        度，面積         cm2 

 

 

解答 

問１ 7倍 

問２ 

(1) 省略 

(2) 中心角 75度，面積 π
3

40
cm2 

解説 

問１ 

㋐の立体と (㋐＋㋑) の立体は相似でその相似比は 1：2 

よって体積の比は 13：23＝1：8 

これより㋐と㋑の体積の比は 1：(8－1)＝1：7 

よって㋑の体積は㋐の体積の 7倍 

問２ 

(1) 

3秒後の∠BOP＝15°×3＝45° 

よって Oを通る BCの垂線をかき下側の弧 BC との交点を F とする。 

∠BOFの二等分線をかき弧 BF との交点を P とする。 

(2) 

8秒後の∠BOE＝15°×8＝120° 

このとき弧 BEの長さは 2π×5×
360

120
＝

3

10
π cm 

展開図におけるおうぎ形 ABEの中心角は 360°×
3

10
π÷(2π×8)＝75° 

面積はπ×82×
360

75
＝

3

40
π cm2 

 



【問 14】 

図は，ある立体の投影図である。 

このとき，次の(1)，(2)の問いに答えなさい。 

（愛知県 2013年度 A） 

(1) この立体は，次のアからエまでのいずれかである。 

正しいものを 1つ選んで，そのかな符号を書きなさい。 

ア四面体 

イ三角柱 

ウ四角すい 

エ三角すい 

(2) この立体の 1辺の長さがすべて 6 cmであるとき，この立体の体積は何 cm3か，求めなさい。 

 

 

解答欄 

 

(1)  

(2) cm3 

 

 

解答 

(1) ウ 

(2) 236 cm3 

解説 

(1) 

真上から見ると四角形で正面から見ると二等辺三角形なのでこの立体は四角すい。 

よってウ 

(2) 

底面は 1辺が 6 cmの正方形だから対角線は 26 cm 

正四角すいの高さを h cm とすると 

この高さは等しい辺が 6 cm，底辺を 26 cm とする二等辺三角形の高さと等しいので 

h＝ 22 )23(6 − ＝ 23 cm 

よって求める体積は
3

1
×62× 23 ＝ 236 cm3 

 



【問 15】 

図で，立体 OABCD は正四角すいである。正四角すいの側面に，項点 A か

ら辺 OB，OC，OD と交わり，頂点 A に戻るように糸を 1 周かけ，その糸の長さ

が最短となるときの糸と辺 OB，OC との交点をそれぞれ E，F とする。 

OA＝6 cm，∠AOB＝30°のとき，次の(1)，(2)の問いに答えなさい。 

（愛知県 2013年度 B） 

(1) 線分 FCの長さは何 cmか，求めなさい。 

(2) △ABEの面積は何 cm2か，求めなさい。 

 

 

解答欄 

 

(1) cm 

(2) cm2 

 

 

解答 

(1) 3cm 

(2) 9－ 33 cm2 

解説 

(1) 

正四角すいの 4つの側面を OB，OC，ODをつなげた状態で展開したとき 

E，Fはそれぞれ線分 AA と OB，OC との交点となる。 

このとき△OAAは OA＝6 cm，∠AOA＝30°×4＝120°の二等辺三角形になるので OF⊥AA となる。 

△AOFに注目すると∠AOF＝60°，∠AFO＝90°の直角三角形であるから OF＝
2

1
OA＝

2

1
×6＝3cm 

よって FC＝6－3＝3cm 

(2) 

△OEFにおいて 

∠EOF＝30°，∠OFE＝90°より 

EF＝
3

1
OF＝

3

1
×3＝ 3 cm OE＝2EF＝ 32 cm BE＝6－ 32 cm 

△OABにおいて 

Aから ABに垂線をひき交点を H とする。 

△OAHは∠AOH＝30°，∠AHO＝90°の直角三角形なので AH＝
2

1
OA＝

2

1
×6＝3cm 

よって△ABE＝
2

1
×BE×AH＝

2

1
×(6－ 32 )×3＝9－ 33 cm2 

 



【問 16】 

右の図１のように，立方体の 4 つの頂点 A，B，C，D を結んでできる立体 K

がある。 

辺 ADの長さが 6 cmのとき，次の各問いに答えなさい。 

なお，各問いにおいて，答えの分母に がふくまれるときは，分母を有理

化しなさい。また， の中をできるだけ小さい自然数にしなさい。 

（三重県 2013年度） 

(1) 辺 ABの長さを求めなさい。 

(2) △ACDの面積を求めなさい。 

(3) 面 ACDを底面としたときの立体 Kの高さを求めなさい。 

(4) 右の図２のように，立体Kの辺 AD上に点 Pを，辺 CD上に点Qをそれぞれとり，3つの線分 BP，PQ，QB

の長さの和が最小となるようにする。 

このとき，3つの線分の長さの和を求めなさい。 

 

 

 

解答欄 

 

(1) cm 

(2) cm2 

(3) cm 

(4) cm 

 

 

 



解答 

(1) 23 cm 

(2) 39 cm2 

(3) 6 cm 

(4) 3＋ 33 cm 

解説 

(1) 

△ABDは AB＝BDの直角二等辺三角形だから 

AB：AD＝1： 2  

AB：6＝1： 2  

2 AB＝6 

AB＝ 23 cm 

(2) 

△ACDは 1辺の長さが 6 cmの正三角形だから 

Cから ADに垂線をひき交点を H とすると 

AH＝3 cm 

CH＝ 33 cm 

よって△ACD＝
2

1
×6× 33 ＝ 39 cm2 

(3) 

三角錐 ABCDの体積は
3

1
× 








2323

2

1
×× × 23 ＝ 29 cm3 

面 ACDを底面としたときの高さを h cm とすると
3

1
× 39 ×h＝ 29  h＝ 6 cm 

(4) 

立体 Kを辺 BA，BC，BDで切り開いた展開図にて 

△BADの点 Bから△BCDの点 B まで，AD，CD と交わるように直線をひき交点をそれぞれ P，Q とすると 

BP＋PQ＋QBの長さが最短となる。 

△ABDにおいて 

Bから ADに垂線をひき交点を R とすると 

△ABRは AR＝BRの直角二等辺三角形だから 

AR＝BR＝ 23 ÷ 2 ＝3 cm 

このとき△DBB′は頂角を 45°＋60°＋45°＝150°とする二等辺三角形なので∠DBP＝15° 

よって△BPRは∠BPR＝60°，∠BRP＝90°の直角三角形だから 

PR＝
3

3
＝ 3 cm，BP＝ 32 cm 

△DPQは正三角形だから PQ＝DP＝3－ 3 cm 

よって BP＋PQ＋QB＝ 32 ＋(3－ 3 )＋ 32 ＝3＋ 33 cm 

 



【問 17】 

次の図１のように，AB＝3 cm，AD＝4 cm，AE＝ 7 cm の直方体 ABCD－EFGH がある。また，図２は図１の

直方体の一部を切り取ってできた三角錐
すい

AEFGである。 

 

このとき，下の問１・問２に答えよ。 

（京都府 2013年度） 

問１ 三角錐 AEFGの体積と表面積をそれぞれ求めよ。 

問２ 次の図３は，図２の三角錐 AEFG の展開図であ

る。このとき，△GG Fの面積を求めよ。ただし，こ

の展開図を組み立てたとき，点Gは点 G と，点

Fは点 F と，それぞれ重なる点である。 

 

解答欄 

 

問１ 

体積              cm3 

表面積             cm2 

問２ cm2 

 

 

 



解答 

問１ 

体積 72 cm3 

表面積 ( 74 ＋14)cm2 

問２ 12cm2 

解説 

問１ 

三角錐 AEFGの体積は
3

1
×
2

1
×3×4× 7 ＝ 72 cm3 

△AEFにおいて 

三平方の定理より AF＝ 22 3)7( ＋ ＝4 cm 

△EFGにおいて 

三平方の定理より EG＝ 22 43 ＋ ＝5 cm 

よって求める表面積は
2

1
×3×4＋

2

1
×4×4＋

2

1
×3× 7 ＋

2

1
×5× 7 ＝ 74 ＋14 cm2 

問２ 

Gから直線G Fに垂線をひき交点を K とする。 

△GFK と△FAEにおいて 

GF＝FA…① 

∠GKF＝∠FEA＝90°…② 

∠GFK＝180°－90°－∠AFE＝∠FAE…③ 

①，②，③より 

直角三角形の斜辺と 1つの鋭角がそれぞれ等しいので 

△GFK≡△FAE 

よって GK＝FE＝3 cm 

よって△GG F＝
2

1
×G F×GK＝

2

1
×(5＋3)×3＝12 cm2 

 



【問 18】 

図１，図２において，立体 ABC－DEF は三角柱であ

る。△ABC と△DEF は合同な直角二等辺三角形であ

り，∠BAC＝∠EDF＝90°である。四角形 ACFD，

ABED，BCFE はすべて長方形であり，AD＝10 cm で

ある。AB＝AC＝x cm とする。 

次の問いに答えなさい。答えが根号をふくむ形になる

場合は，その形のままでよい。 

（大阪府 2013年度 後期） 

問１ 図１において， 

(1) 長方形 ACFD の面積を x を用いて表しなさ

い。 

(2) 三角柱 ABC－DEF の体積が 270 cm3となる

ときの xの値を求めなさい。 

問２ 図２は，x＝8であるときの状態を示している。 

図２において，P は，辺 AB 上にあって A，B と異なる点である。Q は，辺 AC 上にあって AP＝AQ となる

点である。P と E，P とQ，Q と F とをそれぞれ結ぶ。このとき，4点 P，Q，F，Eは同じ平面上にあって，QF

＝11 cmである。 

(1) 線分 PQの長さを求めなさい。求め方も書くこと。必要に応じて解答欄の図を用いてもよい。 

(2) 立体 PQ－BCFEの体積を求めなさい。 

 

 

 

 



解答欄 

 

問１ 

(1) cm2 

(2)  

問２ 

(1) 

〔求め方〕 

cm 

(2) cm3 

 

 

 



解答 

問１ 

(1) 10x cm2 

(2) 63  

問２ 

(1) 

〔求め方〕 

四角形 ACFDは長方形だから∠QCF＝90° 

よって QF2＝QC2＋CF2 

QC＝y cm とすると 

112＝y2＋102 

これを解くと y＞0 より 

y＝ 21  

よって AQ＝AC－QC＝8－ 21 cm 

△APQは AP＝AQ，∠PAQ＝90°の直角二等辺三角形だから 

PQ＝ 2 AQ＝ 28 － 42 cm 

cm4228 －  

(2) 2140 －35 cm3 

解説 

問１ 

(1) 

長方形 ACFDの面積は x×10＝10x cm2 

(2) 

三角柱 ABC－DEFの体積は 270 cm3より 

2

1
×x×x×10＝270 

5x2＝270 

x2＝54 

x＞0 より 

x＝ 63  

問２ 

(1) 

△QCFで∠QCF＝90°より 

QC＝ 22 1011 － ＝ 21 cm 

AQ＝8－ 21 cm 

△APQは AP＝AQ，∠PAQ＝90°より 

PQ＝ 2 AQ＝ 2 (8－ 21 )＝ 28 － 42 cm 

(2) 

P，Qからそれぞれ BCに垂線をひき交点を H，K とする。 

△KCQ，△HPBは直角二等辺三角形だから 

PH＝QK＝BH＝CK＝{ 28 －( 28 － 42 )}÷2＝
2

42
cm 

求める体積は 

3

1
×CK×CF×QK×2＋

2

1
×QK×CF×PQ 

＝
3

1
×

2

42
×10×

2

42
×2＋

2

1
×

2

42
×10×( 28 － 42 )＝70＋ 2140 －105 

＝ 2140 －35cm3 

 



【問 19】 

前田さんのクラスは，文化祭のクラス演技で，

赤と白のしま模様の円錐の形の帽子を使用する

ことになった。右の資料は，係で協力して帽子

を作成するにあたり，前田さんが説明のために

書いたものである。 

資料を読み，次の各問いに答えなさい。 

（鳥取県 2013年度） 

問１ 帽子 (円錐) の高さを求めなさい。 

問２ 帽子 (円錐) の展開図として適当なものを，次のア～エからひとつ選び，記号で答えなさい。 

ただし，紙の厚さやのりしろは考えないものとする。 

 

問３ 帽子 (円錐) の赤い色をぬる 2つの部分の面積の和を求めなさい。 

 

 

 



解答欄 

 

問１ cm 

問２  

問３ cm2 

 

 

解答 

問１ 68 cm 

問２ ウ 

問３ 30π cm2 

解説 

問１ 

高さは三平方の定理を利用して 22 420 － ＝ 68 cm 

問２ 

円錐の側面の展開図はウのようなおうぎ形になる。 

問３ 

求める面積の和は 

π×152×
202

42

×π

×π
－π×102×

202

42

×π

×π
＋π×52×

202

42

×π

×π
 

＝45π－20π＋5π＝30π cm2 

 



【問 20】 

図のように，すべての辺の長さが 2 cm の正三角錐

OABC がある。線分 BC の中点を M，点 M から線分 OA

にひいた垂線と線分 OA との交点を N，頂点 O から線分

AM にひいた垂線と線分 AM との交点を H とする。また，

線分 OH と線分MNの交点を L とする。問１～問４に答え

なさい。 

（徳島県 2013年度） 

問１ 線分 OM，線分 MN の長さをそれぞれ求めなさ

い。 

問２ △OAH∽△MANを証明しなさい。 

問３ 正三角錐 OABCの体積を求めなさい。 

問４ △OMAにおいて，∠OAMの大きさを a度とするとき，∠HNMの大きさを aを用いて表しなさい。 

 

 

 



解答欄 

 

問１ 

(1) 線分 OM          cm 

(2) 線分MN          cm 

問２ 

〔証明〕 

 

問３ cm3 

問４ 度 

 

 

 



解答 

問１ 

(1) 

線分 OM 3 cm 

(2)  

線分MN 2 cm 

問２ 

〔証明〕 

△OAH と△MANで 

∠OAH と∠MANは共通な角だから 

∠OAH＝∠MAN…① 

また∠OHA＝∠MNA＝90°…② 

①，②から 

2組の角が，それぞれ等しいので 

△OAH∽△MAN 

問３ 
3

22
cm3 

問４ 2a－90度 

解説 

問１ 

OM＝ 3 BM＝ 3 ×1＝ 3 cm 

OM＝AM＝ 3 cmだから 

ON＝AN＝1cm 

MN＝ 22 1)3( － ＝ 2 cm 

問２ 

△OAH と△MANにおいて 

2組の角がそれぞれ等しいことを利用して相似を証明する。 

問３ 

△OAH∽△MANにおいて 

OA：MA＝OH：MN 

2： 3 ＝OH： 2  

OH＝
3

62
cm 

正三角錐 OABCの体積は
3

1
×
2

1
×2× 3 ×

3

62
＝

3

22
cm3 

問４ 

△OAH∽△MAN より∠AOH＝∠AMN 

よって∠NOH＝∠NMHだから 

円周角の定理の逆より 4点 N，O，M，Hは同一円周上にある。 

円周角の定理より∠HNM＝∠HOM＝∠MOA－∠AOH＝a－(90－a)＝2a－90度 

 



【問 21】 

右の図のような直方体がある。点 A と点 C，点 C と点 F，点 F と点 A をそ

れぞれ結ぶ。 

AC＝AF＝5 cm，CF＝6 cmであるとき，次の(1)，(2)の問いに答えよ。 

（香川県 2013年度） 

(1) 次の㋐～㋓のうち，この直方体に関して正しく述べたものはどれか。1

つ選んで，その記号を書け。 

㋐ ∠CAF＝60°である 

㋑ 線分 AC と辺 FGは平行である 

㋒ 辺 AE と辺 CGはねじれの位置にある 

㋓ 三角形 BCFは直角三角形である 

(2) この直方体の体積は何 cm3か。 

 

 

解答欄 

 

(1)  

(2) cm3 

 

 

解答 

(1) ㋓ 

(2) 718 cm3 

解説 

(1) 

△ACFは正三角形ではないので∠CAFは 60°ではない。 

また AC と FGはねじれの位置にあり AE と CGは平行である。 

△BCFは∠FBC＝90°だから直角三角形である。 

よって正しいのは㋓ 

(2) 

△ABC と△AFBは直角三角形の斜辺と他の 1辺がそれぞれ等しいので合同だから BC＝BF 

△BCFは直角二等辺三角形だから BC＝BF＝
2

6
＝ 23 cm 

△ABCにおいて AB＝ 22 )23(5 － ＝ 7 cm 

23 × 23 × 7 ＝ 718 cm3 

 



【問 22】 

図は，側面がすべて長方形の三角柱 ABC－DEFであり，AB＝4 cm，BC＝3 cm，

CA＝5 cm，BE＝12 cmである。辺 BE上に点 G，辺 CF上に点H，辺 AD上に点 I

をとり，点 A と点 G，点 G と点 H，点 H と点 I，点 I と点 E をそれぞれ結ぶ。このとき，

次の問１・問２に答えなさい。 

（高知県 2013年度 後期） 

問１ 三角柱 ABC－DEFの表面積を求めよ。 

問２ AG＋GH＋HI＋IEの長さが最小となるとき，その長さを求めよ。 

 

 

解答欄 

 

問１ cm2 

問２ cm 

 

 

解答 

問１ 156cm2 

問２ 20cm 

解説 

問１ 

△ABCにおいて 

AC2＝AB2＋BC2になるので 

三平方の定理の逆より∠ABC＝90° 

よって△ABC＝
2

1
×3×4＝6cm2 

表面積は 6×2＋12×(3＋4＋5)＝12＋144＝156cm2 

問２ 

AG＋GH＋HI＋IEの長さが最も短くなるとき 

この長さは縦が 12 cm横が 4＋3＋5＋4＝16cmの長方形の対角線の長さと一致する。 

よって三平方の定理より 22 1612 ＋ ＝20cm 

 



【問 23】 

図は，側面がすべて長方形の三角柱 ABC－DEFであり，AB＝4 cm，BC＝3 cm，

CA＝5 cm，BE＝12 cmである。辺 BE上に点 G，辺 CF上に点H，辺 AD上に点 I

をとり，点 A と点 G，点 G と点 H，点 H と点 I，点 I と点 E をそれぞれ結ぶ。このとき，

次の問１・問２に答えなさい。 

（高知県 2013年度 後期） 

問１ 三角柱 ABC－DEFの表面積を求めよ。 

問２ AG＋GH＋HI＋IEの長さが最小となるとき，次の(1)・(2)の問いに答えよ。 

(1) AG＋GH＋HI＋IEの長さを求めよ。 

(2) 三角形 AGIの面積を求めよ。 

 

 

解答欄 

 

問１ cm2 

問２ 

(1) cm 

(2) cm2 

 

 

 



解答 

問１ 156cm2 

問２ 

(1) 20cm 

(2) 18cm2 

解説 

問１ 

△ABCにおいて 

AC2＝AB2＋BC2になるので 

三平方の定理の逆より∠ABC＝90° 

よって△ABC＝
2

1
×3×4＝6cm2 

表面積は 6×2＋12×(3＋4＋5)＝12＋144＝156cm2 

問２ 

(1) 

AG＋GH＋HI＋IEの長さが最も短くなるとき 

この長さは縦が 12 cm，横が 4＋3＋5＋4＝16cmの長方形の対角線の長さと一致する。 

よって三平方の定理より 22 1612 ＋ ＝20cm 

(2) 

平行線と線分の比の定理より 

ID：12＝4：16 

16ID＝12×4 

ID＝3cm 

よって△AGI＝
2

1
×AI×AB＝

2

1
×(12－3)×4＝18cm2 

 



【問 24】 

図は，辺の長さがすべて 6 cm の正四角すい ABCDE を表している。点

F，G，H，I は，それぞれ辺 AB，AC，AD，AE 上にあり，AF＝AG＝AH＝

AI＝4 cmである。 

次の問１～問３の     の中にあてはまる最も簡単な数を記入せよ。 

ただし，根号を使う場合は の中を最も小さい整数にすること。 

（福岡県 2013年度） 

問１ 図に示す立体において，四角すい AFGHIの体積は，正四角すい ABCDEの体積の    倍  である。 

問２ 図に示す立体において，△CFHの面積は    cm2  である。 

問３ 図に示す立体において，線分 BF の中点を P とし，辺 DE 上に点 S を DS＝ 3 cm となるようにとる。辺

AC上に点 Q，辺 CD上に点 Rを，PQ＋QR＋RSの長さが最も短くなるようにとる。 

このとき，PQ＋QR＋RSの長さは    cm  である。 

 

 

解答欄 

 

問１ 倍 

問２ cm2 

問３ cm 

 

 

 



解答 

問１ 
27

8
倍 

問２ 104 cm2 

問３ 74 cm 

解説 

問１ 

正四角すい AFGHI と正四角すい ABCDEは相似で 

相似比は 4：6＝2：3だから 

体積比は 23：33＝8：27 

よって正四角すい AFGHIの体積は正四角すい ABCDEの
27

8
倍 

問２ 

FHは 1辺が 4 cmの正方形の対角線だから FH＝ 24 cm 

△ABCにおいて Fから BCに垂線をひき交点を K とする。 

△FBKは FB＝2 cm，∠FBK＝60°，∠FKB＝90°の直角三角形より 

BK＝1 cm，FK＝ 3 cm CK＝6－1＝5cmで 

△FCKにおいて 

三平方の定理より CF＝ 22 )3(5 ＋ ＝ 72 cm 

△CFHは CH＝CF＝ 72 cm，FH＝ 24 cmの二等辺三角形だから 

Cから FHに垂線をひき交点を J とすると 

FJ＝ 22 cm 

CJ＝ 22 )22()72( － ＝ 52 cm 

よって△CFH＝
2

1
× 24 × 52 ＝ 104 cm2 

問３ 

展開図(△ABC と△ACDが ACで△ACD と正方形 BCDEが CDでつながった状態の展開図)において 

Q，Rが線分 PS上にあるとき PQ＋QR＋RSは最短となり PS と一致する。 

この展開図において 

BAの延長線と EDの延長線の交点を T とする。 

△DATは∠DTA＝90°，∠DAT＝60°，DA＝6 cmの直角三角形だから 

AT＝6÷2＝3cm 

DT＝ 33 cm 

よって求める長さは∠PTS＝90° 

ST＝ 33 ＋ 3 ＝ 34 cm 

TP＝3＋5＝8cmの直角三角形の斜辺になるから 

求める長さは PS＝ 22 8)34( ＋ ＝ 74 cm 

 



【問 25】 

右の図のように，AB＝2 cm，AD＝3 cm，AE＝ 32 cmの直方体

があり，点 Aから線分 BEに垂線をひき，BE との交点を P とする。 

このとき，問１，問２に答えなさい。 

（佐賀県 2013年度 一般 追加問題） 

問１ △BDEの面積を求めるために，次のように考えた。このとき， 

 ア  ～  エ  および  カ  にあてはまる数を，  オ  にあ

てはまる記号を書きなさい。 

BE＝  ア  cmなので，AP＝  イ  cm となる。 

△ADPにおいて ∠DAP＝90°なので，DP2＝  ウ  …① 

また，BP2＝  エ  ……②，BD2＝13……③ 

①，②，③より BD2＝BP2＋DP2 が成り立つので 

△BDPは ∠  オ ＝90°の直角三角形である。 

よって，△BDEの面積は  カ  cm2となる。 

問２ 三角すい ABDEについて，△BDEを底面としたときの三角すいの高さを求めなさい。 

 

 

解答欄 

 

問１ 

ア  

イ  

ウ  

エ  

オ  

カ  

問２ cm 

 

 

 



解答 

問１ 

ア 4 

イ 3  

ウ 12 

エ 1 

オ BPD 

カ 34  

問２ 
2

3
cm 

解説 

問１ 

△ABEで 

三平方の定理より BE＝ 22 )32(2 ＋ ＝4cm 

△ABEの面積について
2

1
×4×AP＝

2

1
×2× 32  AP＝ 3 cm 

△ADPにおいて∠DAP＝90°より 

DP2＝32＋( 3 )2＝12 

BP2＝22－( 3 )2＝1 

BD2＝22＋32＝13 

DP2＋BP2＝BD2だから 

△BDPは∠BPD＝90°の直角三角形である。 

よって△BDE＝
2

1
×4× 12 ＝ 34 cm2 

問２ 

求める高さを h cm とすると 

3

1
×△BDE×h＝

3

1
×△ABD×AE より 

3

1
× 34 ×h＝

3

1
×
2

1
×3×2× 32  h＝

2

3
cm 

 



【問 26】 

図１～図４のように，1辺が 4 cmの立方体 ABCDEFGHがある。

このとき，次の問いに答えなさい。 

（長崎県 2013年度） 

問１ 図１において，辺 AD と平行な面は全部でいくつあるか。 

問２ 立方体 ABCDEFGHの表面積は何 cm2か。 

問３ 図２において，線分 AFの長さは何 cmか。 

問４ 図３，図４のように，辺 AD の中点を M とし，線分 BM の中

点を P とするとき，次の(1)，(2)に答えよ。 

(1) 図３において，△AMPの面積は何 cm2か。 

(2) 図４において，三角すい FAMPの体積は何 cm3か。 

 

 

 

 

 

 



解答欄 

 

問１  

問２ cm2 

問３ cm 

問４ 

(1) cm2 

(2) cm3 

 

 

解答 

問１ 2つ 

問２ 96cm2 

問３ 24 cm 

問４ 

(1) 2cm2 

(2) 
3

8
cm3 

解説 

問１ 

辺 AD と平行な面は面 BFGC，面 EFGHの 2つ 

問２ 

立方体の表面積は 4×4×6＝96cm2 

問３ 

△AEFは AE＝FE＝4 cm，∠AEF＝90°の直角二等辺三角形より 

三平方の定理から AF＝ 24 cm 

問４ 

(1) 

△AMP＝
2

1
△ABM＝

2

1
×
2

1
△ABD＝

2

1
×
2

1
×
2

1
×4×4＝2cm2 

(2) 

三角すい FAMPの体積は
3

1
×△AMP×FB＝

3

1
×2×4＝

3

8
cm3 

 



【問 27】 

図１～図４のように，1辺が 4 cmの立方体 ABCDEFGHがある。

このとき，次の問いに答えなさい。 

（長崎県 2013年度） 

問１ 図１において，辺 AD と平行な面は全部でいくつあるか。 

問２ 立方体 ABCDEFGHの表面積は何 cm2か。 

問３ 図２において，線分 AFの長さは何 cmか。 

問４ 図３，図４のように，辺 AD の中点を M とし，線分 BM の中

点を P とするとき，次の(1)，(2)に答えよ。 

(1) 図３において，△AMPの面積は何 cm2か。 

(2) 図４において，三角すい PAFM の点 P から△AFM にひ

いた垂線と△AFM との交点を Q とする。このとき，線分 PQ の

長さは何 cmか。 

 

 

 

 

 

 



解答欄 

 

問１  

問２ cm2 

問３ cm 

問４ 

(1) cm2 

(2) cm 

 

 

解答 

問１ 2つ 

問２ 96cm2 

問３ 24 cm 

問４ 

(1) 2cm2 

(2) 2 cm 

解説 

問１ 

辺 AD と平行な面は面 BFGC，面 EFGHの 2つ 

問２ 

立方体の表面積は 4×4×6＝96cm2 

問３ 

△AEFは AE＝FE＝4 cm，∠AEF＝90°の直角二等辺三角形より 

三平方の定理から AF＝ 24 cm 

問４ 

(1) 

△AMP＝
2

1
△ABM＝

2

1
×
2

1
△ABD＝

2

1
×
2

1
×
2

1
×4×4＝2cm2 

(2) 

三角すい FAMPの体積は
3

1
×△AMF×PQ＝

3

1
×△AMP×FBだから 

3

1
× 








224

2

1
×× ×PQ＝

3

1
×2×4 PQ＝ 2 cm 

 



【問 28】 

右の図は，AD // BC，AB＝AD＝3 cm，BC＝4 cm，∠

DCB＝90°の台形 ABCD を底面とし，4 つの側面がそれぞ

れ長方形の四角柱 ABCD－EFGH で，BF＝6 cm である。

点 P は辺 BC 上にあって，∠APB＝90°であり，点 Q は線分

AP と線分 BD との交点である。また，点 Rは線分 PCの中点

である。 

このとき，次の各問いに答えなさい。ただし，根号がつくとき

は，根号のついたままで答えること。 

（熊本県 2013年度） 

問１ 線分 APの長さを求めなさい。 

問２ 四角形 QFHDの面積を求めなさい。 

問３ 四角形 QFHDを底面とする四角すい RQFHDの体積を求めなさい。 

 

 

解答欄 

 

問１ cm 

問２ cm2 

問３ cm3 

 

 

 



解答 

問１ 22 cm 

問２ 
2

621
cm2 

問３ 
4

235
cm3 

解説 

問１ 

BP＝4－3＝1cm 

△ABPで 

∠APB＝90°より AP＝ 22 13 − ＝ 22 cm 

問２ 

△BCDで 

∠BCD＝90°，DC＝AP＝ 22 cmだから 

BD＝ 22 4)22( + ＝ 62 cm 

AD // BC より DQ：BQ＝AD：PB＝3：1 

よって DQ＝
4

3
BD＝

4

3
× 62 ＝

2

63
cm 

四角形 QFHDは台形だから 

その面積は 







62

2

63
＋ ×6÷2＝

2

621
cm2 

問３ 

Rから BDに垂線をひき交点を K とする。 

△RBK∽△DBCだから 

RK：DC＝RB：DB 

RK： 22 ＝ 








2

3
1＋ ： 62  

62 RK＝ 25  

RK＝
62

25
＝

6

35
cm 

よって求める四角すい RQFHDの体積は
3

1
×

2

621
×

6

35
＝

4

235
cm3 

 



【問 29】 

下の図１のように，AB＝3 cm，BC＝5 cm，BE＝12 cm，∠BAC＝90°で，側面がすべて長方形の三角柱があ

る。この三角柱の頂点 B から辺 AD，辺 CF を通って頂点 E まで，もっとも短くなるようにひもをかける。このひもが，

辺 AD，CF と交わる点をそれぞれ P，Q とする。 

また，下の図２は，この三角柱の展開図を方眼紙にかいたもので，各頂点の記号は，A のみを書き入れている。た

だし，この方眼紙の 1マスは，1辺の長さが 1 cmの正方形とする。 

 

 

次の問１～問３に答えなさい。 

（大分県 2013年度） 

問１ 三角柱の体積を求めなさい。 

問２ 三角柱にかけたひもを，図２の展開図に実線  で記入しなさい。頂点の記号は書き入れなくてもよい。 

また，このときの PQの長さを求めなさい。 

問３ 三角すい BEQPの体積を求めなさい。 

 



解答欄 

 

問１ cm3 

問２ 

 

PQ＝             cm 

問３ cm3 

 

 

 



解答 

問１ 72cm3 

問２ 

 

PQ＝ 24 cm 

問３ 24cm3 

解説 

問１ 

△ABCにおいて 

三平方の定理より AC＝ 22 35 － ＝4cm 

三角柱の体積は△ABC×BE＝
2

1
×3×4×12＝72cm3 

問２ 

展開図に点 A以外の点も入れると考えやすい。 

PQは 1辺が 4 cmの正方形の対角線になるので 24 cm 

問３ 

三角すい BEQPにおいて 

△BPEを底面とすると高さは CA と一致するから 

求める体積は
3

1
×
2

1
×12×3×4＝24cm3 

 



【問 30】 

次のような本立てがある。図１は，この本立てを参考にしてつくった，四角

柱の形をした容器である。 

AB＝5 cm，BC＝4 cm，CD＝3 cm，AE＝2 cm，AB // DC，AB⊥

BC，AB⊥BF とするとき，下の問１～問４に答えなさい。 

ただし，円周率はπとし，容器の厚さや変形は考えないものとする。 

（宮崎県 2013年度） 

問１ 図１において，辺 ADの長さを求めなさい。 

問２ 図１において，頂点 B から頂点 F まで，辺 AD と辺 EHに交わるよ

うに，ひもをかける。ひもの長さが最も短くなるとき，その長さを求め

なさい。 

ただし，ひもはゆるまないようにかけ，ひもの太さは考えないものと

する。 

問３ 図１の辺 FG の中点を M とする。この容器に水を入れ，容器を傾け

て点 Aから静かに水をこぼす。 

図２は，水面が点 A，C，Mを通る状態になったものである。 

このとき，容器に入っている水の体積を求めなさい。 

問４ 図３のように，図１の容器の中に半径 1 cmの球を入れ，長方形のふ

たをする。この長方形の 4つの頂点は，容器の点 A，D，H，Eにぴ

ったり重なるものとする。 

この容器の中で球が自由に動くことのできる部分を立体とみたとき，

その立体の体積を求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 



解答欄 

 

問１ cm 

問２ cm 

問３ cm3 

問４ cm3 

 

 

 



解答 

問１ 52 cm 

問２ 2＋ 54 cm 

問３ 
3

35
cm3 

問４ 12－ 52 ＋
3

16
π cm3 

解説 

問１ 

Dから ABに垂線をひき交点を K とすると AK＝5－3＝2cm，DK＝4 cm より 

△ADKにおいて 

三平方の定理から AD＝ 22 42 ＋ ＝ 20 ＝ 52 cm 

問２ 

ひもの長さがもっとも短くなるのは四角形 ADHEの辺 AD と辺 EHで切り離さない展開図において 

B と Fを結んだ線が直線になるときである。 

このときひもを表す直線 BF と AD，EHの交点をそれぞれ P，Q とすると 

AE // BF より AP⊥BF，EQ⊥BF となる。 

△BCDにおいて 

三平方の定理より BD＝ 22 43 ＋ ＝5 cm 

よって△ABDは BA＝BDの二等辺三角形である。 

これより BP＝ 22 )5(5 － ＝ 20 ＝ 52 cm 

FQ＝BP＝ 52 cmだから 

求める長さは BP＋PQ＋FQ＝ 52 ＋2＋ 52 ＝2＋ 54 cm 

問３ 

水面と EF との交点を N とし AN，BO，CMの延長線の交点を O とする。 

△OBCにおいて FM//BC より OF：OB＝FM：BC＝2：4＝1：2 

よって OF：FB＝1：1 OF＝FB＝2 cm 

立体 O－NFM と立体 O－ABCは相似で 

その相似比は 1：2 より体積比は 13：23＝1：8 

立体 O－ABCの体積は
3

1
×
2

1
×4×5×(2＋2)＝

3

40
cm3だから 

立体 O－NFMの体積は
3

40
×
8

1
＝
3

5
cm3 

よって求める体積は
3

40
－
3

5
＝

3

35
cm3 

問４ 

台形 ABCDの各辺から 1 cm内側に辺をひき∠WZY＝∠DAB となるように台形 XYZWをとる。 

またWから XYに垂線をひき交点を S とする。 

△WXS∽△DAKで，YZ＝4－2＝2 cm よりWX：2 5 ＝2：4 WX＝ 5 cm 

接線の長さが等しいことを利用して DC－WZ－1＝x cm，AB－XY－1＝y cm とすると 

AD＝x＋y＋ 5 cm 

AD＝ 52 cmだから x＋y＝ 5 cm 

求める立体は底面を台形 XYZW とし高さを 2 cm とする四角柱と 

半径 1 cmの球と底面が半径 1 cmの半円で高さがそれぞれ XY，YZ，ZW，WX とする 4つの柱の和となる。 

底面が半径 1 cmの半円で高さがそれぞれ XY，YZ，ZW，WX とする 4つの柱の高さの和は 

5＋4＋3＋ 52 －2(x＋y)－1×4＝8 cmだから 

求める体積は(3＋5－ 5 －2)×2×
2

1
×2＋

3

4
×π×13＋π×12×

2

1
×8 

＝12－2 5 ＋
3

4
π＋4π＝12－2 5 ＋

3

16
π cm3 

 



【問 31】 

図１の直方体は，高さが 8 cmで，底面は 1辺の長さが 26 cmの正方形

である。また，点Mは線分 ACの中点であり，辺 CG上に CP＝2 cm となる

点 P，線分 GE 上に GQ＝2 cm となる点 Q をとる。このとき，次の各問いに

答えなさい。 

（沖縄県 2013年度） 

問１ 線分 EMの長さを求めなさい。 

問２ 線分 MQ と線分 EP の交点を T とするとき，線分 MT の長さを求め

なさい。 

問３ 図２は，図１において，辺 BF上に FR＝3 cm となる点 R，辺 DH上に HS＝3 cm となる点 Sをとったもの

である。このとき，四角すいMERPSの体積を求めなさい。 

 

 

 

解答欄 

 

問１ cm 

問２ cm 

問３ cm3 

 

 

 



解答 

問１ 10cm 

問２ 52 cm 

問３ 120cm3 

解説 

問１ 

△ABCは等しい辺が 26 cmの直角二等辺三角形だから 

AC＝ 26 × 2 ＝12cm 

AM＝12÷2＝6cm 

△AEMにおいて 

∠EAM＝90°だから EM＝ 22 86 + ＝10cm 

問２ 

Mから EGに垂線をひき交点を J とすると 

△MJQにおいてMJ＝8 cm，JQ＝4 cmだから 

三平方の定理よりMQ＝ 22 48 + ＝ 54 cm 

また AC と EPを延長し交点を I とする。 

CP // AE より 

CP：AE＝IC：IA 

IC＝x cm とすると 

2：8＝x：(x＋12) 

2x＋24＝8x 

6x＝24 

x＝4cm 

AI // EG より 

MT：TQ＝MI：EQ＝(4＋6)：(12－2)＝10：10＝1：1 

よってMT＝
2

1
MQ＝

2

1
× 54 ＝ 52 cm 

問３ 

四角すいMERPSは三角すい P－MSR と三角すい EMSRを合わせたものと考える。 

△MSR＝
2

1
×12×(8－3)＝30cm2で 

三角すい P－MSR と三角すい EMSRの高さは 6 cmだから 

求める体積は 2×
3

1
×30×6＝120cm3 

 
 


